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【総合職試験合格者】 

1. 26 歳男性 

（専門科目：人文科学、大学院） 

1．学生時代の専攻・研究について 

学生時代は倫理学と日本哲学史の比較研究を

していました。特に近代日本の倫理学者和辻哲

郎の間柄思想と、フェミニズム哲学の中のケア

の倫理との関係性について卒業論文・修士論文

で論じました。研究室だけでなく、自主ゼミ等

で切磋琢磨しながら様々な文献を読んだ日々

はとても楽しかったです。 

  

2．学生時代の思い出・頑張ったことなど 

学部生時代は文芸サークルに所属しており、市

立図書館と共同してイベントを開いたり、サー

クルで作家さんをお招きして読書会や講演会

を開いたりしていました。大学院では文化施設

で大学院の仲間と共に市民講座を立ち上げて

運営していました。振り返るととても充実した

学生生活でした。 

  

3．国立国会図書館職員を志望した経緯・理由 

文芸サークルでの活動や市民講座の運営をし

ているうちに、文化を広げていくような仕事や

文化を保護するような仕事に就きたいと思う

ようになりました。そうした時に大学で開かれ

ていた国立国会図書館の説明会に参加したと

ころ自分の関心に近い職場だと感じ、ここで働

きたいと思うようになりました。 

 

4．就職活動の方針 

併願先は市役所と大学職員を志望しました。自

分の中で学問を広めていく仕事や、文化を後世

に伝えていく仕事に就きたいという思いが強

かったので、国立国会図書館以外では市役所の

文化政策課か大学職員の産学連携課のように、

行政や大学と文化を繋げる仕事を探して就職

活動をしていました。   

 

5．当館職員採用試験の試験対策 

基本的には市販の公務員試験対策本を読んで、

国家公務員、市役所、大学職員の過去問を解い

ていました。大学院での研究と並行しての試験

勉強だったので、日々の勉強時間を決めて実際

にストップウォッチで時間を測って記録しな

がら勉強していました。勉強時間を記録してお

くと、自分の中でどのくらいサボってしまった

か、あるいはがんばったかが分かるので、個人

的にはいい勉強法でした。 

 

6．当館の採用試験で印象に残っていること・

就職活動を通しての感想 

今年度の試験は新型コロナウイルスの影響で、

試験が延期になってしまったりと変則的なこ

とが多く、将来に対してやや不安になる時期が

ありました。ただ周りも同じ条件だから自分の

やるべき事をこなしていこうと途中から気持

ちを入れ替えたのがよかったように思います。 

  

7．国立国会図書館職員としてやってみたいこ

と・頑張りたいことなど今後の目標 

特に国立国会図書館デジタルコレクションを

充実させたいと考えています。人の移動が制限

され、大学の図書館も閉鎖された状況の中で、

私自身国立国会図書館デジタルコレクション

にとてもお世話になりました。学びたい人がい

かなる時代状況においても学び続けることの

できる環境を実現することが、職員としての目

標です。 
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8．国立国会図書館の受験を検討している方へ

のメッセージ 

先が読めない社会情勢の中で、就職活動や自身

の将来について不安を覚えておられる方もい

らっしゃるのではないかと思います。少なくと

も国立国会図書館の職員の方々はそうした状

況下でも丁寧に対応してくださったので、採用

試験では目いっぱいご自身のお力を発揮して

ください。 
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2. 23 歳男性 

（専門科目：人文科学、大学） 

1．学生時代の専攻・研究について 

専攻は西洋史学で 19世紀初頭のドイツ・ナシ

ョナリズムの研究をしています。また、学芸員

課程で博物館学を学んでおり、近代化とともに

生まれた博物館が今後どう存在していくべき

かという理論的側面から館の運営や資料の展

示方法といった実践的手法まで幅広く学んで

います。 

  

2．学生時代の思い出・頑張ったことなど 

論文集を発行する学生団体の代表として勉強

会の運営や論文の執筆・編集に携わってきまし

た。また、大学の自治会の議員として学生団体

への予算配分や処分審査に関する活動もして

きました。その一方で、歴史系のサークルや野

外活動系のサークルにも所属し様々な活動を

行ってきました。 

  

3．国立国会図書館職員を志望した経緯・理由 

国立国会図書館の仕事に興味を持つようにな

ったのは、学芸員の調査の実習で大学では探し

ている資料が見つからなかったため東京本館

を初めて利用したことがきっかけです。その際、

昔の資料が使える状態で残っていること、それ

にアクセス可能なことがとてもありがたいと

思いました。それまでは進学して研究者を目指

すことしか考えていなかったのですが、今当た

り前のように使っている情報を次世代に伝え

ていく仕事というものに魅力を感じたため、受

験することにしました。 

 

4．就職活動の方針 

公共性が高い仕事をしたいと考えていたので、

公務員・団体職員のほか、公共性が高い仕事を

行っている民間企業を併願しました。 また、

就職した後も学問に関わり続けたいと思って

いたので、業務を通じて学び続けられる仕事や、

アカデミックな雰囲気の職場を目指していま

した。 

 

5．当館職員採用試験の試験対策 

学内での業務の都合もあり受験勉強を始めた

のが受験する年の 3 月頃とかなり遅かったの

で、第 1次試験は苦手な分野のみ市販の問題集

で集中的に対策しました。第 2次試験は専攻の

西洋史で受験したので定期試験の対策がその

まま役に立ったと思います。また、面接に苦手

意識があったので民間企業や独立行政法人な

ど約 30か所にエントリーして、実戦経験の中

で受け答えの練習を積み重ねました。 

 

6．当館の採用試験で印象に残っていること・

就職活動を通しての感想 

第 2 次試験の面接がオンラインだったことも

あり、対面で行われた第 3次試験では 10人く

らいの面接官を前にしてとても緊張しました。

ただ、面接の雰囲気は基本的には穏やかでこち

らの言葉を引き出そうとしてくれているので、

鋭い質問に対しては少し考えてから答えても

大丈夫だと思います。また、ほかの面接でもそ

うだと思いますが、重要なポイントに絞って端

的に答える練習が肝要だと感じました。 

 

7．国立国会図書館職員としてやってみたいこ

と・頑張りたいことなど今後の目標 

最も興味があるのは調査員の仕事ですが、調査

業務・司書業務・一般事務の業務といった多様

な経験が積めることも国立国会図書館の魅力

だと思うので、どの部署でも好奇心と使命感を

持って業務に取り組みたいと思います。 
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8．国立国会図書館の受験を検討している方へ

のメッセージ 

倍率が高い試験なので、あまり根を詰めて試験

のことを考えすぎない方がいいのかもしれな

いと感じました。結局は今までどのような経験

をして何を学んで今の自分があるのか、という

ことが重要だと思うので学生時代には様々な

活動をして多様な経験を積むことが後から役

に立ってくると思います。 
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3. 24 歳女性 

（専門科目：人文科学、大学院） 

1．学生時代の専攻・研究について 

日本史学を専攻し、特に戦国時代の越後上杉氏

について研究しています。卒業論文では上杉謙

信・景勝の家臣団について考察しました。現在

は家督争いや代替わりをテーマに修士論文を

執筆しているところです。 

  

2．学生時代の思い出・頑張ったことなど 

学園祭委員会に所属し、クラス・サークルと大

学や業者との間を仲介したり、会計として数千

万円規模のお金を管理したりと様々な役職を

担当しました。裏方としてより良いサービスを

提供できるように試行錯誤する毎日でしたが、

柔軟性や責任感を身につけることができ、今振

り返ってみると公務員になるにあたって貴重

な経験ができたと思います。 

  

3．国立国会図書館職員を志望した経緯・理由 

自分の専門をいかし、日本の歴史や文化に関わ

り続けながら広く社会に貢献したいと思った

からです。専門柄、本や資料を収集・保存する

という国立国会図書館の役割の重要性を日々

痛感しており、現代に生きる私たちが過去へア

クセスできるようにする、それにより未来の社

会にも寄与できるという点で、過去・現在・未

来をつなぐ非常に魅力的な職業だと思いまし

た。また東京本館を利用する度に来館者の多さ

に驚かされていたのですが、そうした公共性の

高さにも惹かれました。 

 

4．就職活動の方針 

大学で学んだことをいかしたい、学問と社会と

をつなぐ人になりたい、この 2点が自分の軸に

なっていました。当初は面接対策なども兼ねて

民間企業も受けようかと思っていたのですが、

新型コロナウイルスの影響で就職活動全体が

不透明な状況になったこともあり、公務員一本

に絞りました。また公務員試験も複数受験する

予定でしたが、必要以上の併願と試験日程の変

更とで自分の研究に支障が出てきたため、国立

国会図書館の他には在学中の大学の職員採用

試験のみ受験しました。就職活動としてはリス

キーだったと思いますが、その分それぞれの試

験対策に集中できたので、後悔はしていません。 

 

5．当館職員採用試験の試験対策 

すべて独学で対策しました。第 1次試験は国家

総合職の教養試験の過去問を解くことで少し

レベルの高い問題にも対応できるようにしま

した。第 2次試験について、英語は大学受験の

際に使っていた問題集を解き直し、専門試験

（日本史）は参考書を読んで対策しました。面

接対策は、大学のキャリアサポートセンターを

利用して行いました。 

 

6．当館の採用試験で印象に残っていること・

就職活動を通しての感想 

第 3次試験の最終面接です。併願先の面接・第

2 次試験の個人面接はオンラインだったので、

私にとっては最初で最後の対面での面接だっ

た上に、総合職受験者の中で面接順が最後だっ

たため待ち時間も長く、とても緊張しました。

いざ面接が始まってからも、合格体験記で読ん

だのとは異なりあまり和やかな雰囲気ではな

かったり、深掘りされると予想していたにもか

かわらず自分の研究に関してほとんど質問さ

れなかったりと予想外なことが多く、内心不安

や戸惑いでいっぱいでしたが、笑顔で堂々と答

えるように努めました。 
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7．国立国会図書館職員としてやってみたいこ

と・頑張りたいことなど今後の目標 

やはり資料の収集・保存に携わりたいと思って

いますが、先日 SNSで国立国会図書館のレフ

ァレンスのレベルの高さが話題になっている

のを見て、利用者サービスにも興味を持つよう

になりました。勉強熱心な職員の方が多いと伺

っているので、日々たくさんのことを吸収させ

ていただきながら成長し、様々な分野で活躍で

きる職員になりたいと思っています。 

    

8．国立国会図書館の受験を検討している方へ

のメッセージ 

まさか自分の就職活動の年にこんな状況にな

るとは思いもよりませんでした。例年と比べて

イレギュラーなことも多く、また学部生時代か

らずっと国立国会図書館を第一志望にしてい

たからこそ緊張したり不安になったりしまし

たが、最後まで妥協せずに挑戦して良かったな

と思います。就職活動は大変なこともあります

が、自分をじっくり見つめ直し自分を理解する

数少ない機会です。とことん考え、受け身にな

らずに行動し、悔いのない結果が得られるよう

頑張ってください。 
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【一般職試験（大卒程度）合格者】 

4. 26 歳男性 

（専門科目：社会科学、大学院） 

1．学生時代の専攻・研究について 

学部時代の専攻は政治学で大学院の専門は国

際政治学（安全保障研究）です。特に、テロリ

ズムという政治現象に関心があり、欧州の「グ

ローバル・ジハード」や米国のテロリズム研究

並びに「対テロ戦争」をめぐる安全保障政策を

研究しました。日本では学知の蓄積が極めて限

られる研究分野であり、非常にやりがいを感じ

ていました。 

 

2．学生時代の思い出・頑張ったことなど 

最も頑張ったことは、研究活動です。積極的に

学会等に参加するだけでなく、若手研究者や大

学院生を対象とした研究会の運営等にも関わ

っていました。学生時代の少し珍しい経験とし

ては、議員インターンに参加したことです。市

議会議員や国会議員の事務所でお世話になり、

政治の「現場」を学ぶことが出来ました。 

  

3．国立国会図書館職員を志望した経緯・理由 

以前は日本で一番大きな図書館という印象で

したが、業務説明会に参加した際、国会活動に

資する重要な機関であることを知り、強い興味

を持ちました。政治学専攻だったため、日本の

国政に貢献でき、大学院で養った調査能力を発

揮できる職場だと魅力的に映りました。 

 

 

 

 

 

4．就職活動の方針 

大学院の博士課程に在学中だったこともあり、

他の併願先は一切考えていませんでした。今年

度ご縁がなかった場合も、来年度再挑戦するつ

もりでした。それだけ国立国会図書館に強い魅

力を感じていたのだと思います。 

 

5．当館職員採用試験の試験対策 

以前に他の公務員受験の経験があったため、一

般教養対策は過去のテキストを何度も復習す

るに留めました。新しい知識を蓄積することよ

りも、今までの知識を確実に得点に繋げられる

よう努力しました。専門試験対策では、大学院

受験の際の基礎的な教科書を読み込み、各テー

マを口頭で説明できるよう対策しました。国立

国会図書館は英語試験が特徴的ですが、大学院

時代に普段から英語の書籍と論文を読む習慣

があったため、試験対策に特化した勉強はしま

せんでした。 

 

6．当館の採用試験で印象に残っていること・

就職活動を通しての感想 

最後の面接試験で 10名程度の面接官がいらっ

しゃったことです。過去の合格体験記から面接

官が多いとの情報は得ていましたが、いざ本番

となると、かなり緊張したのを覚えています。

とはいえ、面接官の皆さんには親身に話を聞い

ていただき、次第に緊張がほぐれたのを覚えて

います。 

 

7．国立国会図書館職員としてやってみたいこ

と・頑張りたいことなど今後の目標 

最もやってみたいことは調査業務を通して国

会活動に貢献することです。私の専門は政治学

や国際政治学ではありますが、様々な業務を通

して幅広い知見と能力を養えればと考えてい

ます。 
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8．国立国会図書館の受験を検討している方へ

のメッセージ 

国立国会図書館の倍率は極めて高く、尻込みす

る方も多いかも知れません。しかし、適切な対

策と継続的な努力があれば、合格は決して困難

ではないと感じます。私は、来年度自分が働く

姿を想像しながらモチベーションを維持しま

した。 
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5. 22 歳女性 

（専門科目：社会科学、大学） 

1．学生時代の専攻・研究について 

大学では社会学を専攻していましたが、興味の

対象が広かったこともあり政治学や都市研究、

心理学、法学、文学、人類学関係の講義もよく

履修して学んでいました。本来ならば自身の専

門性を深めこれを軸として他分野へと知識を

広げていくのが定石だと思いますし、その点で

はもっと体系的に学ぶべきだったと今では思

いますが、いろいろな学問をつまみ食いする楽

しさを味わった大学時代でした。卒論のテーマ

は音楽ストリーミングサービス上における各

国の音楽視聴の傾向についてで、特に音楽市場

のグローバル化に焦点を当てて研究しました。 

  

2．学生時代の思い出・頑張ったことなど 

唯一私が学生時代に頑張ったと胸を張って言

えるのは英語の勉強です。大学に入って初めて

留学生に出会い、彼らの語学力に憧れ、一念発

起、私も頑張ろうと思ったことがきっかけでし

た。少し背伸びをして大学の英語で開講される

講義を受講したり、通学の電車内でポッドキャ

ストで海外メディアのニュースを聴いたりし

て学んでいました。おかげで大学入学当初に比

べ格段にスキルが上がったのではないかと我

ながら誇らしく思っています。一つ英語を勉強

していて良かったと思ったことは、卒論の先行

研究であいにく日本語で書かれた文献が少な

かった時に英語の文献にあたれたことです。 

  

3．国立国会図書館職員を志望した経緯・理由 

第一の理由としては私自身日本の学術の発展

に何らかの形で貢献したいと考えていたので

すが、収集、保存、提供するという国立国会図

書館の果たしている役割こそ日本の学術を下

支えすることであると考えたからです。第二の

理由としては、いろいろ調べものをしたり書き

物をするのが好きで、立法調査業務、とりわけ

その時々のホットな政策課題について詳細な

レポートを作成、提供する業務が純粋に面白そ

うだと思ったからです。 

 

4．就職活動の方針 

情報というものに関心があったため、国立国会

図書館を第一志望としつつ、ICT企業の選考も

受けていました。結局は相互に相性が合うかに

尽きると考えていたため、明確な軸は持ってい

なかったように思います。 

 

5．当館職員採用試験の試験対策 

筆記試験は予備校には通わず、独学で対策しま

した。専門記述試験は他の公務員試験と比べて

も格段に選択の幅が広いですが、法学は勉強の

ノウハウがはっきりしていること、また法学に

かねてから興味があったこともあり、法学で受

けました。勉強法としては、主に法令と判例を

読んでどのような法解釈がされているのかな

どを確認していました。とりわけ、近年出され

た最高裁の判決には目を通しておくようにし

ていました。実はその中でも興味深いケースだ

と思っていた事件に関する問題が本番の試験

で出題されて少しびっくりしました。 

 

6．当館の採用試験で印象に残っていること・

就職活動を通しての感想 

大変緊張していたためか面接試験の記憶がお

ぼろげで、不思議と第 1次試験の日、試験会場

の外で入館を待つ大勢の受験生の姿がやたら

と印象に残っています。当時、こんなにたくさ

んの方が受験するのに自身が合格するはずが

ないと弱気になったのを覚えています。その後、

コロナ対策のために体温検査を受けたのです

が、平熱が高めだったためか再検査となった時

はひやひやしました。無事受験できて良かった

です。 
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7．国立国会図書館職員としてやってみたいこ

と・頑張りたいことなど今後の目標 

国立国会図書館の業務はどれも魅力的ですが、

特に志望理由の一つでもある、立法調査業務に

携わりたいと思っています。また、昨今コロナ

禍で図書館の利用が難しくなっており、そうで

なくとも図書館へのアクセスのしやすさには

都市部と地方で差があるので、遠隔でも利用で

きるサービスの拡充にも取り組みたいです。 

     

8．国立国会図書館の受験を検討している方へ

のメッセージ 

私事で恐縮なのですが、私は内向的な気性の人

間で、そうした自身の性質を長いこと恥ずかし

く思っていました。今でも自身のそうした面を

改善したいと思っていますが、国立国会図書館

の第 2次試験の面接で面接官の方が、一人で集

中して研鑽に励むのが好きなんですね、と肯定

的に捉えてくださったことに励まされました。

就職活動をしていると自己分析をする中で落

ち込んだり自己嫌悪に陥ったりすることもあ

ると思いますが、人物的魅力の全くない方など

いないと私は思います。思い詰め過ぎず、周囲

の手も存分に借りつつ、頑張ってください。 
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6. 24 歳男性 

（専門科目：人文科学、大学院） 

1．学生時代の専攻・研究について 

学部は文学部を選択して日本語学を専攻し、

卒業後同専攻の大学院に進みました。日本文

学とはよく間違われますが、言語としての日

本語に焦点を当てる学問分野です。私はその

中でも文字論という分野を専門に据えて、近

現代の略字を対象とした研究を進めてきまし

た。 

  

2．学生時代の思い出・頑張ったことなど 

司書課程の講義を履修して図書館学を体系的

に学ぶ一方で、運よく自ら所属する大学の大学

図書館で非常勤職員として雇用してもらうこ

とができ、カウンター勤務やその他あらゆる図

書館業務に当たることができたのは、よい経験

となりました。 

  

3．国立国会図書館職員を志望した経緯・理由 

網羅的に収集され、また利用しやすいように整

理された国立国会図書館の蔵書には学生時代

に何度もお世話になっていたことから、自分も

このように知的生産物の収集、提供、そして次

世代への継承に携わることを仕事にしたいと

思い、志望いたしました。 

 

4．就職活動の方針 

願わくはせっかく大学で手にした司書資格を

活かしたいと思い、司書区分での採用がある地

元都道府県の採用試験を併願しておりました。

そのほか国立大学法人の職員採用試験を受験

し、自分が所属していた母校などの採用に応募

していました。 

 

5．当館職員採用試験の試験対策 

教養試験は大学入試時の記憶を辿りながら受

けました。高校で選択していなかった世界史だ

けは教科書を読んで対策しました。専門試験は

図書館学を選択しましたが、司書課程の講義で

学んだ知識がベースとして役に立ちました。ま

た対策として図書館情報学の用語辞典を何度

か読み返しました。 

 

6．当館の採用試験で印象に残っていること・

就職活動を通しての感想 

私は当採用試験について 2 回目の受験であり、

この事実が悪く作用するのではないかと案じ

ていましたが、結果としてそれは杞憂でした。

一連の試験では、第 3次の面接試験でいわゆる

逆質問を用意して臨んだところ、実際に飛んで

きた言葉は「最後になにかひとこと」というも

のであり、当意即妙なひとことも浮かばずしど

ろもどろになってしまったのがなによりも強

く印象に残っています。 

  

7．国立国会図書館職員としてやってみたいこ

と・頑張りたいことなど今後の目標 

直接的に志望のきっかけとなったのは収集や

整理などに携わる司書業務ではありますが、多

様な業務が存在しているのが国立国会図書館

の特徴であり、また働く上でのおもしろさでも

あると思うので、今後あらゆる経験を重ねて新

たな知識と専門性を身に着けていきたいと思

っています。 

     

8．国立国会図書館の受験を検討している方へ

のメッセージ 

一度は実際に足を運んで、国立国会図書館とい

うのがどのような場所かというのを、肌で感じ

てみてほしいと思います。実際に利用者から見

えるのは巨大な図書館の一角に過ぎないとは

いえ、その範囲でも多くの人によって図書館の

運営が成り立っているということが感じられ

るかと存じます。 
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7. 23 歳男性 

（専門科目：人文科学、大学） 

1．学生時代の専攻・研究について 

文学部で日本語日本文学を専攻しています。卒

業論文は、夏目漱石の「夢十夜」を題材にして

取り組んでいます。近代文学だけでなく、近世

文学や言語学、日本語学、日本語教育などにも

関心があり、幅広く学んでいます。 

  

2．学生時代の思い出・頑張ったことなど 

勉強・サークル活動・アルバイトなど、いろい

ろな思い出がありますが、特に、授業後に先生

の研究室まで赴いて、日々、質問や雑談を繰り

返していたことが、卒業後も強く印象に残り続

けるであろう学生時代の思い出筆頭だと思い

ます。 

  

3．国立国会図書館職員を志望した経緯・理由 

民間企業も含めて様々な就職先を調べていく

中で国立国会図書館の使命を知りました。その

使命は、今までに見たものの中で最も格好良く、

その下で働きたいと思えるものでした。また、

就職試験において、大学で学んだ文学が選択で

きることを知り、最終的に受験を決めました。 

 

4．就職活動の方針 

就職活動を進めていくにあたり、まずは官民問

わず、業界も絞らず、理念（使命）に着目して

志望先を選んでいました。理念に魅力を感じる

所であれば、長く働き続けることができると思

ったからです。併願先は、国立国会図書館の試

験対策がいかせることから、地方公務員を選び

ました。 

 

 

 

5．当館職員採用試験の試験対策 

第 1次試験対策は、市販の教養試験対策書を解

き進めて行いました。第 2次試験対策は、英語

は大学受験時に使用していた参考書・問題集を

解き直しました。専門試験は文学を選択し、高

校時代に使用していた国語便覧を一通り覚え

直すと共に、日常の学習の振り返りをしていま

した。 

 

6．当館の採用試験で印象に残っていること・

就職活動を通しての感想 

第 3次面接試験で、緊張のあまり自分の名前か

ら噛んでしまい、更に緊張が高まって序盤の質

問を一つ失念してしまったことが印象に残っ

ています。あまり緊張しない性質だと思ってい

たので、自分が緊張していることに新鮮な驚き

を感じました。それほど志望する気持ちが強か

ったのだと思います。 

  

7．国立国会図書館職員としてやってみたいこ

と・頑張りたいことなど今後の目標 

採用案内パンフレットに掲載されていた業務

のほとんどに魅力を感じていますが、特に、文

学や資料保存などの大学で学んだことに関連

する業務に携わりたいと思っています。様々な

業務を経験していく中で、国立国会図書館の使

命に貢献できる職員となるべく研鑽を積んで

いきたいです。 

     

8．国立国会図書館の受験を検討している方へ

のメッセージ 

どうして国立国会図書館で働きたいのか、志望

理由をしっかり考えて採用試験に臨んだこと

が、私が良い結果を得られた大きな理由だった

のかなと感じています。面接官の方々は丁寧に

話を聞いてくださいますので、よく練られた熱

意は、きっと伝わります。 



 

13 

 

8. 29 歳女性 

（専門科目：人文科学、大学院） 

1．学生時代の専攻・研究について 

日本史を専攻し、特に外交史の研究に取り組み

ました。 

  

2．学生時代の思い出・頑張ったことなど 

研究のために海外史料調査をしたことが印象

に残っています。 

  

3．国立国会図書館職員を志望した経緯・理由 

研究のために日頃から国立国会図書館を利用

する中で、非常にレベルの高いレファレンスサ

ービスを受けたことをきっかけに、興味を持つ

ようになりました。研究を支えることのできる

職業であると感じ、受験することを決めました。 

 

4．就職活動の方針 

特定分野に限らず広く研究活動を支えること

のできる仕事に就きたいと考え、国立国会図書

館、大学法人を受験しました。勉強時間が短か

ったこともあり、その他の公務員試験は受験し

ませんでした。 

    

5．当館職員採用試験の試験対策 

第 1 次試験は市販の問題集を利用して勉強し

ました。第 2 次試験は日本史を選択しました。

過去問を解くことに加え、大学院入試問題を復

習しました。専門とする時代以外については、

教科書を読みながら基礎知識を復習すること

に力を入れました。 

 

 

 

 

 

6．当館の採用試験で印象に残っていること・

就職活動を通しての感想 

第 3次面接では、これまでの経歴について、何

故そのような選択をしたのか、ということにつ

いて詳しく聞かれたことが印象に残っていま

す。厳しく、答えに窮する質問もありましたが、

私がどういう人間なのかを見極めるための質

問だったのではないかと、今は思います。 

  

7．国立国会図書館職員としてやってみたいこ

と・頑張りたいことなど今後の目標 

どの業務にも関心がありますが、調査業務、レ

ファレンスサービスに特に興味を持っていま

す。これまで専門分野の研究にあたってきまし

たが、より幅広い知識を吸収し、経験を積んで

いきたいと思います。   

  

8．国立国会図書館の受験を検討している方へ

のメッセージ 

一度は実際に足を運んでみることをおすすめ

します。非常に倍率が高く不安をお持ちの方が

多いかと思いますが、それはどの受験者も同じ

だと思います。少しでも国立国会図書館で働い

てみたいという気持ちがあれば、その気持ちを

強く持って試験に臨んでみてください。 
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9. 23 歳女性 

（専門科目：人文科学、大学） 

1．学生時代の専攻・研究について 

大学時代はアメリカ現代文学ゼミに所属して

いました。卒業論文では、昔『アンネの日記』

を読んだこと、そしてアメリカやポーランドを

旅行した際に現地のユダヤ人文化に対して興

味を持ったことから、アメリカにおけるユダヤ

人文学をテーマに執筆しています。 

  

2．学生時代の思い出・頑張ったことなど 

学生時代はオーケストラサークルでの活動、そ

して半年間の交換留学に特に力を入れてきま

した。サークル活動は練習時間も長く大変でし

たが、全員でひとつの音楽を作り上げることは、

この先あまり経験できない貴重なことであっ

たと感じています。また交換留学先では、他国

から来た文学好きの友人たちと知り合うこと

ができ、その出会いが国立国会図書館を志望す

るきっかけにもなりました。 

 

3．国立国会図書館職員を志望した経緯・理由 

幼少期から本が好きだったこと、そして自分の

好奇心をいかしてできる仕事だと感じたため

です。それに加え、普段の業務で英語を読むス

キルをいかせる点も魅力的でした。また、職員

の方の穏やかな雰囲気や丁寧なご対応が、最終

的に国立国会図書館で働きたいと思った大き

な理由になりました。 

 

4．就職活動の方針 

広くいろいろな人の生活に携わることのでき

る職種（民間でいえばインフラなど）を中心に

見ていました。とりわけ国立国会図書館におい

ては、ここでしかできない仕事内容で、かつ国

民全体にとって不可欠な役割を果たしている

点にひかれました。 

 

5．当館職員採用試験の試験対策 

【第 1次試験】数学が苦手なため、数的処理を

中心に過去問集を解き直すことに大部分の時

間を費やしました。社会科学や自然科学に関し

ては、市販の用語集と高校時代のノートを照ら

し合わせながら、かつて習ったことを復習する

気持ちで勉強しました。 

【第 2次試験】文学で受験しました。試験勉強

は第 1 次試験が終わってから集中して取り組

みました。知識問題に関しては、大学で受講し

た仏・英・米文学史それぞれの講義資料を見て

主要作品を復習しました。日本文学・中国文学

に関しては、高校で使った国語便覧が非常に役

立ちました。範囲は膨大でしたが、結果的には

過去問を中心に学習したことが功を奏したと

思います。論作文では自分の意見に加え、その

意見を支える例示として具体的な作品名を用

いて書く事を意識しました。その点では文学史

の知識を蓄えておくことが論作文においても

重要になると思います。 

 

6．当館の採用試験で印象に残っていること・

就職活動を通しての感想 

2回の面接は本当に緊張しました。当日は学生

時代に頑張ってきたことなどについて鋭い質

問が繰り返され、しかもそれにうまく答えられ

た実感もなかったため、結果発表までは不安な

気持ちでいっぱいでした。実際に合格の通知を

いただいたときも喜びを感じた一方で、信じら

れないという感情の方が大きかった気もしま

す。就職活動全体に関しては、面接練習を繰り

返すことの大切さを強く実感しました。具体的

には、面接が得意な友人に頼んで練習をしても

らったり、就活関連の学生団体を利用したりし

ていました。 
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7．国立国会図書館職員としてやってみたいこ

と・頑張りたいことなど今後の目標 

留学をした際にデジタル化やその利用に興味

を持ったことから、電子図書館事業に携わって

みたいというのがまず一つです。それに加え、

お話を伺ったりするなかで、海外図書館とのや

り取りなどにも携わってみたいと強く思うよ

うになりました。ただ、実際の業務内容はこの

二つに限らず非常に幅広いので、常に新たなこ

とを学びながら様々な業務にあたっていきた

いです。 

     

8．国立国会図書館の受験を検討している方へ

のメッセージ 

就職活動では最後まで本当に何が起きるかわ

からないので、少しでも行きたい気持ちがあれ

ばとりあえず思い切って願書を出してみるの

が一番だと思います。皆様にとって良い結果と

なることを願っております。どうかお体に気を

付けてお過ごしください。 
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10. 24 歳男性 

（専門科目：自然科学、大学院） 

1．学生時代の専攻・研究について 

コンピュータを用いた、ゲーム人工知能の作成

やゲームの分析について学んでいました。 

 

2．学生時代の思い出・頑張ったことなど 

ボードゲームが好きで、サークルや研究室のメ

ンバーでよく遊んでいました。1人で遊ぶビデ

オゲームも好きなのですが、誰かと一緒に楽し

む方がもっと好きでした。今になって思うとル

ールの説明や協力要素がコミュニケーション

能力の向上に役立ったのではないでしょうか。 

その傍らで研究活動にも力を入れていて、毎年

何かしらの学会に論文を出せるようにしてい

ました。 

  

3．国立国会図書館職員を志望した経緯・理由 

日本の教育の基盤である図書館で働きたいと

思ったからです。もともと教育の分野に興味が

あったのですが、司書の資格を取る中で

「SDGs 達成に向けた教育における図書館の

役割」という講演を聞き、教師としてではなく

図書館職員として教育に携わりたいと思いま

した。 

 

4．就職活動の方針 

論文執筆と就職活動を並行して行っていたの

で就職活動に対する準備をあまり行えません

でした。そのため、自分が働いているイメージ

を持てるところだけエントリーしました。具体

的には IT系で、国立国会図書館に採用されて

いなければエンターテインメントや QA

（Quality Assurance）を担うエンジニアにな

っていたと思います。 

 

 

 

5．当館職員採用試験の試験対策 

思い返すと第 1 次試験は文章の読解や数的処

理に自信があったのであまり対策をしていな

かったですね。専門試験は過去問を基本として、

大学の授業を復習することで何とかしていま

した(ちなみに専門科目は数学です)。 

面接に関してはあまり得意ではなかったので、

とにかく想定質問とそれに対する答えを用意

することにしていました。他の企業でうまく答

えられなかった質問に対してはもう一度聞か

れても良いように想定質問をアップデートし

ていました。そうすることでほとんどの質問に

落ち着いて答えられたと思います。 

 

6．当館の採用試験で印象に残っていること・

就職活動を通しての感想 

第 1 次試験、第 2 次試験のときに受験者がと

ても多く、とても驚きました。また、試験問題

が解けた手ごたえが全くなかったため合格発

表に自分の番号があることが信じられません

でした。面接で挽回できたのかもしれませんが、

諦めないでよかったと思います。 

  

7．国立国会図書館職員としてやってみたいこ

と・頑張りたいことなど今後の目標 

情報はアクセスされないとその価値が発揮さ

れないため、情報の電子化や情報アクセスのた

めの資源管理に携われたらいいと思っていま

す。 

     

8．国立国会図書館の受験を検討している方へ

のメッセージ 

受けるだけなら自由なので、迷っているのなら

チャレンジしてみるのがいいと思います。かく

いう私も倍率や難易度に尻込みして半分の半

分くらいは記念受験のような気持ちでしたの

で…。結果はどうあれ、受験を通じて得るもの

はあるのではと思います。皆様の就職活動を心

から応援しています。 


